
 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

1．活動実施の経緯 

和歌山県岩出市は根来寺や和歌山県植物公園緑花センターなどを有し、また近年では道

の駅ねごろ歴史の丘を中心に観光振興に力を入れている。しかし、観光客の市内での滞在時

間が短いこと等が課題となっている。そこで、岩出市産業振興課、ねごろ歴史の丘管理協会

と連携し、岩出市の抱える課題に取り組むこととなった。 

 

2．活動の内容 

参加学生はまず岩出市を訪問し、根来寺や道の駅ねごろ歴史の丘など市内の主要施設の

見学を行った。その後、道の駅の利用実態を把握することを目的に、2019 年 7～9 月に同

施設にて利用者実態調査を実施した。調査の結果、道の駅利用者の多くが周辺施設に立ち寄

っていないことが明らかになったことから、市内での周遊を促す企画として 11 月 23 日に

開催された紀州根来寺かくばん祭り当日に、道の駅ねごろ歴史の丘と和歌山県植物公園緑

花センターの両施設を結ぶスタンプラリーを企画した。当日は 134 名(組)の方が両施設を

利用し、スタンプラリーを達成した。2019 年 12 月 9 日には旧和歌山県議会議事堂(一乗閣)

にて本年度の岩出市 LIP 活動報告会を実施し、スタンプラリーの結果報告や今後の課題な

どについて本 LIP 関係者との意見交換を実施した。 

 

3．活動を通じて 

本年度の岩出市 LIP では、学生自らが調査を実施し、その調査結果を基にスタンプラリ

ーの企画・運営を行った。LIP 活動には地域の方々から多くの支援を頂き、参加学生は地域

の方々と連携しながら地域の課題を学ぶという貴重な経験を得ることが出来た。 

 

【地域の基礎データ】 

人 口：53,969 人（令和２年 1 月末現在） 

高齢化率：22.4％（平成 31 年 1 月 1 日現在） 

産 業：製造業、農業 など 

【活動の基本情報】 

参加学生数：10 名（１回生：４名、２回生：６名） 

活 動 期 間：平成 30 年 5 月～ 

担 当 教 員：永井隼人 



 

４．成果物など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


